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二期目の課題は2024年の総統選挙を見据えた政策

要約
　一期目の総統当選後、長らく不人気だった蔡英文総統が、奇跡的な再選を
果たし、5月20日に二期目に入った。800万票を超える得票は、一見、圧
勝に見えるが、蔡総統のこれまでの政策を支持するというよりは、香港の民
主化要求運動に絡み、中国の高圧的姿勢に有権者が反発し、中国に毅然とし
た態度を取り続けた蔡総統を支持したという側面が強い。台湾は総統の三選
を認めていないため次の総統選挙は別の候補が立つことになるが、蔡政権二
期目の使命は重い。苦戦の原因となった2018年の統一地方選挙の轍を踏
まず、次期総統選挙をにらんだ堅実な政策運営があってこそ、台湾、および
台湾海峡を挟んだ両岸（台湾と中国）を含む国際的な安定につながることに
なる。

1.　総統予備選挙で奇跡の逆転

　2020年1月の総統選挙で圧勝した蔡英文総統が、5月20日から二期目に入っ
た。しかしながら投票日の1年前の時点では蔡総統の再選は極めて危うかっ
た。この時点の政策満足度は満足36%に対し、不満足は54%（台湾のテレビ
局TVBSの調査）で、総統選挙どころか民主進歩党（以下「民進党」）内の
総統候補からもはずれるのではというほど、市民の支持も民進党内の支持も
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低迷を続けていた。
　蔡総統の支持率低迷は、台湾の経済成長率の低調に加え、蔡総統の経済政
策のわかりにくさにもあった。政策に具体性を欠くことから、いつの頃から
か「空心菜」とも揶揄された。
　民進党内では、蔡総統に代わる候補を擁立する動きが生じ、党内の総統候
補を決める予備選挙が告示された2019年3月14日の時点では、頼清徳・前行
政院長（首相）が有利と目された。
　蔡総統は学者の出身で、陳水扁政権で、民間人として行政院大陸委員会主
任（閣僚）を4年務めた後、2004年に民進党に入党、2008年に党主席となっ
たが、党内基盤は盤石ではない。立法委員（国会議員）就任後に行政院副院
長に就いたが、2010年の新北市の市長選挙（省管轄の台北県から直轄市に移
行した最初の選挙）に出馬し敗れ、2012年の総統選挙でも敗れた。
　2016年は、中国国民党（以下「国民党」）政権への反政権運動「ひまわり
運動」を背景に総統選で勝利したが、2018年の統一地方選挙で22の県・直轄
市中、民進党が6の県・直轄市の首長しか当選できなかった大敗を受け、民
進党主席を辞任し党内求心力にも陰りをみせた。
　頼・前行政院長は、内科医で、米国ハーバード大学で公衆衛生の修士を
取った。帰国後、立法委員に4回当選し、台南市長に転じて2期務めた後に、
蔡政権下で行政院長に就いた。台南市長時代も含め行政手腕への評価は高
い。
　民進党の予備選は世論調査で行われる。4月に予定されていた予備選は、
現職総統と前行政院長との対立による本選挙への影響を危惧した党中央が、
両者の調整に時間を要するとして延期し6月に行われた。また若年層の意見
を取り込むとして、固定電話だけで行っていた世論調査手法に、携帯電話も
加えるというルール改訂を行った。
　この間に蔡総統は支持率を回復し予備選に勝利した。5月初旬のTVBSに
よる世論調査の支持率は頼・前行政院長41%、蔡総統28%、そこからの猛烈
な巻き返しだった。
　蔡総統は李登輝総統（1990～2000年）以来の「中華民国はすでに独立した
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存在」という立場を踏襲する現状維持派、頼・前行政院長は、「台湾」とし
ての独立を明確化する台独派だ。
　予備選の勝因は、若年層の支持に加え、対中関係、特に経済関係の悪化を
避けたいとする中間層が蔡総統支持に回ったこととされる。敗れた頼・前行
政院長は副総統候補となることに同意した。

2.　苦戦予想の本選は香港民主化運動が追い風に

　7月に国民党の総統選候補が高雄市長の韓国瑜氏に決まった。TVBSによ
るとこの直後の支持率は韓市長が48%、蔡総統が44%と拮抗していた。
　韓・高雄市長は、90年代に立法委員に3回当選、その後、政治活動から離
れたが、2017年の国民党主席選挙に立候補して注目された。民進党の市長が
20年続く高雄市で国民党の責任者に抜擢されたが、演説に冴え、2018年11月
の高雄市長選挙で下馬評を覆して当選し、一気に勢いを得て国民党の総統候
補に躍り出た。北京への留学歴があるとされ、親中派を標榜している。大衆
迎合的な政治家で、失言癖、放言癖が多いことでも知られる。
　しかし支持率の拮抗は、ほどなく香港の民主化要求デモへの対応の違いで
崩れた。蔡総統は8月、「自身が総統でいる限りは、台湾は決して香港のよ
うにはならない」とフェースブックに投稿し、9月の民進党の党大会では、
中国が主張する一国二制度を拒否する姿勢を明確にした。一方の韓市長は、
香港の民主化運動への明確な支持を打ち出せなかった。
　その後も一貫して中国政府への毅然とした態度をとった蔡総統が支持をじ
わじわ拡大し、一国二制度は拒否するとしながらも中国との関係改善を訴え
る韓市長の支持率は漸減した。
　蔡総統は総統選挙で800万票を超える得票で圧勝した。得票数の800万票超
えは過去最高、得票率の57％も過去最高だったが、これまでの政策への支持
というより、有権者が中国の強権的な姿勢に反発したことが勝因といえる。
蔡総統自身、自由と民主主義を守ることを標榜している。従い、中国が変化
しない限り、中国に対しては毅然とした態度を取り続けることとなろう。蔡
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総統は、中国による香港国家安全法の制定には「失望した」と表明し、G7
やEUなどと軌を一にしている。
　一方、民進党は、総統選挙と同時に行われた立法院選挙では辛勝だった。
議席の過半数は制したものの前回より7議席減らした。特に比例代表での得
票率は民進党33.98%に対して国民党は33.36%と拮抗した。

図 1　総選挙の支持率推移（2019 年）

注：�支持率の出所はTVBSが、7月17日、8月7日、9月11日、10月23日、11月29日、12月29日に実
施したもの。

3.　蔡政権、米国との関係改善では大きな成果

　蔡総統の一期目の最大の外交成果は米国との関係改善だろう。二期目の就
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任式には、ポンペオ国務長官から祝辞が届いた。米国の国務長官の総統就任
式にあてた祝辞は米国が中華民国と断交してから初めてのことだ。
　蔡政権の対米政策は明確だ。台湾海峡両岸の現状維持を望む米国の機微に
触れる独立志向は封印し、米国のインド太平洋戦略の中に台湾を積極的に位
置付けている。米国も台湾が民主主義勢力の一員であり、世界中で米国の任
務に貢献しているとし、台湾との強力なパートナーシップを追及していると
公にしている（国防総省編「2019年インド太平洋戦略報告書」）。
　最初の民進党政権である陳水偏政権が、米国政府、議会や有力シンクタン
クとのパイプを築ききれなかったことに対し、蔡総統は、米英で学びコーネ
ル大学法学修士号とロンドン・スクール・オブ・エコノミクス法学博士号を
持ち、米英のシンクタンクとのパイプも太い。
　加えて民主主義の堅持に強い信念を持っている。民意を尊重し弱者に思い
遣る社民主義を志向しつつ、市民には、台湾内だけでなく、グローバルな責
任と貢献を求めていることでも知られており、欧米の民主主義陣営からも高
く評価されている。
　こうした人脈や人柄への信頼と、米中関係悪化という国際環境の変化を受
け、台湾と米国との関係改善はかなりの進展を見せた。象徴的な出来事とし
ては、2018年の台湾旅行法制定と、トランプ政権下での台湾への武器売却が
あげられる。
　前者は米国議会での議員立法によるもので、台湾と米国の閣僚の交流を法
律で保証したものだ。従来、閣僚交流を自制していた米国政府も、この法案
の上院下院全会一致による成立をみて方針を転換した。
　後者については、トランプ政権下ですでに100億ドルを超える武器売却が
承認されている。この中には、F16戦闘機の最新バージョン66機、M1A2エ
イブラムス戦車108両と関連装備、地対空ミサイル「スティンガー」約250発
も含まれる。F16の売却は1992年以来で、既存の旧型機も順次改修で性能向
上を図る。M1A2エイブラムス戦車の台湾への売却は初となる。
　2020年6月1日には米国企業の協力を得た4,000トン級巡視船の一番艦が進
水した。同クラスの米国の駆逐艦を参考に設計され、四番艦まで建造する計
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画だ。重武装に加え、減圧の医務室や物資輸送のスペースも確保し、海外の
災害支援にも派遣する構想となっている。

4.　新型コロナ封じ込めで内政評価も向上

　蔡政権の内政の最大の成果は新型コロナウィルスをほぼ水際で防いだこと
だろう。台湾当局は、中国・武漢市での疫病流行をかなり早い段階で察知
し、2019年12月末には市民に中国への渡航に対する警告を出した。
　予防対策としては、感染流行地域からの入境制限、直行便の停止、入境者
の14日間の自主的隔離などの措置を次々にとった。自主的隔離は、宿泊費に
加え、生活費も支給、近隣での買い物目的の外出は許容し、1日に1回は社区
の区長が面会に訪れるという制度設計で、外国人にも適用された。その後は
外国人の入境停止措置もとられ、水際対策は一層強化された。こうした迅速
な対応の結果、死者総数は一桁に抑え込み、いち早く社会不安を一掃した。
　この適格な判断と対応は、SARSの教訓から得ている。陳時中・衛生福利
部長（閣僚）が中央流行疫情指揮センターの指揮官として陣頭指揮をとった
が、これを陳建仁副総統（当時）が後方で支えた。陳副総統は医師で、米国
ジョンホプキンス大学で博士号を取得している。SARSの折は衛生署長（閣
僚）として感染拡大防止に尽力した経験を持つ。
　同じく医師出身の陳其邁・行政院副院長は、立法委員時代の経験を活かし
て、衛生福利部と立法院とを調整し必要な予算を確保した。他に、内政部、
交通部、経済部、教育部、労働部、国防部のそれぞれのトップや無任所閣僚
が、明確な役割分担の下で、防疫、取り締まり、学校休業、音楽家や劇俳優
の休業補償、不当解雇の禁止などの対応にあたった。
　また、外交部は友好国へのマスクや医療機器の支援の窓口となり、日本に
も4月だけで200万枚のマスクを贈っている。台湾内でも一時的にマスク不足
が深刻化していた折の支援にも関わらず市民から大きな不平が出なかったの
は、市民の間でグローバルな責任と貢献への意識が高まってきているからに
他ならない。
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5.　ソフトパワーで良好な対日関係を維持

　台湾は現在、新型コロナ対策で、海外との往来を厳しく制限している。そ
れにもかかわらず、日本と台湾との間で軋轢は聞こえてこない。双方の市民
間で渡航制限への理解を共有していることに加え、政権の日本への協力姿勢
も影響しているように思われる。
　蔡総統の師とされる李・元総統は、蔡総統の対日姿勢に不満を持っていた
とされる。決しておろそかにしていたわけではないが、日本語が堪能で日本
の政界財界学界メディアなどと様々なパイプを持つ李・元総統にするとまだ
まだ、といったところだったのだろう。
　こうした経緯を踏まえてか、蔡総統は自ら日本語の勉強を始めた。すでに
3年が過ぎ、日本語でのツィートも発信している。内容は政治的メッセージ
ではなく、日本の市民との共感を示すものが多い。例えば3月には志村けん
氏の訃報に触れている。
　日本アジア航空（当時）のCMに起用されていた志村けん氏は、2003年の
SARSが終息した直後に金城武氏と屋台で食事するポスターにも登場、まだ
海外からの観光客が回復せず孤立的な雰囲気もあった台湾の市民を大いに勇
気づけた。
　蔡総統は当時のことを覚えていたのかもしれない。とはいえ、「一国」を
代表する人物がファンに寄り添う形で追悼メッセージを出すことは異例であ
り、蔡総統の性格を表しているともいえる。
　4月7日の日本政府による緊急事態宣言発令に際しては、すかさず「日本の
皆さんへ」の書き出しで新型コロナとの戦いを励ますメッセージをツイッ
ターに投稿した。日本での反響は大きく、翌日、安倍総理は繁体字で綴った
謝意を返した。
　6月には、口蹄疫の洗浄国・地域認定になったことに触れ、「本場台湾の
ルーロー飯を堪能できるよう、台湾産豚肉を皆さんの食卓に届けたい」と、
直接日本の市民に呼び掛けるメッセージを発した。対日輸出が実現すると、
口蹄疫が発生した1997年以来となる。
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　断交後、日本と台湾の政府間の直接交流は断たれている。しかし、こうし
た政権トップの行動や言動が双方の市民を身近なものにしていることは間違
いない。台湾との行き来は、暫くは大きな制約が続くが、正常化後は新型コ
ロナ禍の下でも培った信頼と絆に基づき交流の一層の進展が期待できるだろ
う。

6.　内政、経済政策では新しい成長産業の育成が課題

　二期目の就任に当たり蔡総統は、産業発展、社会の安定、国家の安全、民
主主義の深化の4つを重要課題として掲げた。当面は新型コロナウィルスで
世界経済が委縮している間を凌ぎ、その後の経済発展の機会に備えることが
望まれている。
　政策全般は、一期目に標榜した政策を引き継いでいる。産業発展では将
来の経済成長をけん引する産業育成が急がれている。政府は、IoT技術やス
マート技術と関連機器、コンテンツ、再生可能エネルギー、バイオ・医療産
業、国防関連産業、資源の有効活用などの分野を重点として、世界屈指の応
用研究機関である工業技術研究院（ITRI）や国家中山科学研究院などを通
じて研究開発を進めている。
　社会の安定では、再生可能エネルギー、超広帯域無線インフラ、水利改
善、鉄道インフラの充実、観光施設も含む地方都市インフラといった社会基
盤整備を粛々と進めている。
　社会の安定に関連して目下、蔡政権が抱える課題は、若年貧困層問題とイ
ンフレだ。台湾では経済成長率が低下する一方で、住宅をはじめとする物価
が上昇、賃金が伸び悩む若年層が将来に夢を持てなくなっている。蔡政権
は、賃金引き上げを含む政策を遂行しているが、物価上昇や企業経営の圧迫
要因となっており、バランスがとれた施策が求められている。
　また、2017年に起きた台湾の全契約先の半分を巻き込んだ停電で、市民の
間では安定した電力供給を望む声が強まっている。再生エネルギーの増加で
発電コストが上昇していることも不評だ。2025年以降、既存の6基の原発は
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耐用年数切れで順次運転を停止する。このため持続可能な長期的な電力政策
を任期内に固める必要がある。
　なお、米中貿易摩擦の経済的影響は、今のところ政策課題とはされていな
い。すでに東南アジア、南アジアの市場開拓や内需の拡大に務めているこ
と、台湾企業は自力解決志向が強いこと、米国による半導体輸出規制も影響
が軽微とされることなどによると考えられる注。

7.　2024年の総統選挙を見据えた政策が課題

　台湾では総統の三選は禁じられているため、早くも民進党の2024年の総統
候補に関心が寄せられている。筆頭は頼・副総統だ。支持を広げるには行政
手腕に加えて、今後の台湾をめぐる国際情勢において、対中、対米政策で安
定感を打ち出せるかが鍵となる。
　韓・高雄市長の失職も民進党にとり幸運となった。総統選挙には出ないと
公言していたにもかかわらず国民党の候補となり、高雄市長を3か月休職し
ていた韓市長に対し、高雄市民が解職請求を出した。6月6日の市民投票で解
職が成立し、あらためて高雄市長選挙が行われることになったが、国民党の
求心力は急速に弱まっている。市民の香港民主化要求への高い関心を受けて
親中政策も調整を迫られている。
　しかし李・元総統は生前、2024年の総統選挙を見据え、まだまだ蔡総統の
二期目を案じていた。中国本土から第二次大戦後に移ってきた国民党で、初
の台湾籍の総統となった李・元総統は、中国と伍して「中華民国」の独立を
守り、任期満了後は国民党を離れ、台湾独立派のグループの精神的・理論的
な支柱となってきた。
　李・元総統の懸念は、2024年の総統選挙での政権交代の可能性だ。親中
派政権になると、また針が8年戻るだけでなく、台湾の現状維持も危ぶまれ
る。国民党の馬・前政権が、言論分野も含めて中国による台湾浸透を許すよ
うな投資規制緩和策を打ち出したことを踏まえると、杞憂とは言い切れな
い。
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　蔡総統が二期目を賭けた選挙で苦戦する契機となった2018年の統一地方選
挙の大敗は、蔡総統が政治的課題に関心を持ちすぎたことにあるとされる。
経済についても「脱胎換骨」をスローガンとする改革にこだわり、生活向上
の実感を欲する市民の気持ちに寄り添えなかった。結局、市民の間での景気
低迷イメージの広がりが地滑り的大敗につながったとされる。
　ただ、蔡政権の二期目が一期目と異なるのは、新型コロナウィルスの抑え
込みを通じて政権支持率が60%台に急上昇したことだ。市民は世界的なパン
デミックが収まるまでは我慢しなければならないことも理解している。蔡政
権一期目の時のような、経済的な早期の成果を求める考えも抑制されてい
る。これにより蔡政権は相応の時間稼ぎができたことになる。
　それでも民進党の支持基盤は盤石ではない。2021年中、遅くとも2022年前
期までには、何らかの好況感が広く市民に共有されないと、同年秋に予定さ
れている統一地方選挙で再び足元が揺らぎかねない。ひいては次の総統選挙
にも影響が出かねない。次の総統選挙は、2年内の経済成長と所得向上に資
する政策の成果が大きなカギを握っている。

注
米国による半導体規制については台湾では次の理由からあまり問題視されていない。
1）�米国の半導体のファーウェイとその子会社への輸出規制は、米国の技術やソフトウエアが
使われている割合が総額の25％以下の外国産品は規制対象外であり、汎用品では影響を受
けない。

2）�ファーウェイによる5世代型通信の普及阻止を目的とした取引規制は、米国製製造装置や
ソフトウエアをファーウェイ（関連企業含む）による設計開発や同社設計の部品製造の委
託に使用することを禁止するものだが、すでに新らしい顧客を見つけている台湾の半導体
メーカーにとっては売り上げベースでの影響は軽微とされる。

�ファンドリー世界最大手の台湾積体電路製造（TSMC）は中国向け売り上げが2割弱を占める
が、株主向け説明会に参加した投資家によると、経営側は次世代のナノ技術開発を通じて顧
客や需要を拡大していくという強い自信を示しており、米中摩擦にも新型コロナによる世界
景気の落ち込みにもさほど関心が払われていなかったとされる。

参考
台湾新政権の経済政策の方向性～望まれるのは早期の成果～
　http://www.iti.or.jp/kikan105/105usami.pdf
20�20年4月7日、新型コロナウィルスに関する日本政府の緊急事態宣言発令の報に接した際の
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蔡英文総統のツイッター投稿全文 
　日本の皆さんへ、
　手を携えてこの闘いに勝ちましょう！
　地震も、台風も、台日の協力で乗り越えてきました。
　だからこそ、勝ってまた会いましょう！
　We can win again!
　We will meet again!
　https://twitter.com/iingwen/status/1247482190008438785

表　蔡英文総統再選の軌跡

2018年10月 蔡英文総統、地方首長選挙の大敗を受け、民主進歩党主席を辞任。

2019年1月

蔡総統、元旦に、勇敢自信、世界同行（勇気と自信を持ち、世界と共に）を2019年のテーマに
掲げる。

海外移転した台湾企業の回帰を図る「歓迎台商回台投資行動方案」開始。

習近平・中国国家主席、台湾統合を見据えた包括的な台湾政策（いわゆる習5点）を発表。

民主進歩党主席選挙で、謝長廷・駐日代表に近い卓栄泰氏が選出される。

頼清徳行政院長、予算案成立を機に、前年の統一地方首長選挙の敗北の責をとり辞任、後任に
蘇貞昌・元台北県知事。

2019年3月
民主進歩党、次期総統選挙の予備選挙公示。蔡総統と頼・前行政院長が立候補。

香港で逃亡犯条例改正案に反対する組織的デモ発生。

2019年4月
民主進歩党中央執行委員会、予備選の延期を発表。

蘇行政院長、歓迎台商回台投資行動方案で24社が審査を通過したと発表。蔡政権の台湾企業回
帰政策の成功を印象付け。

2019年5月 民主進歩党中央執行委員会、予備選の世論調査対象に固定電話に加え携帯電話も加えると発
表。

2019年6月

民主進歩党、蔡総統を次期総統選の候補に選出。

香港で逃亡犯条例改正に反対する100万人規模のデモ発生。

韓国瑜高雄市長、香港の民主化デモに関するメディアインタビューに、「よく分からない。知
らない」と返答し批判を招く。

2019年7月
中国国民党、韓高雄市長を次期総統選候補に選出。

TVBSの世論調査では韓市長が蔡総統を4ポイントリード。

2019年8月

香港国際空港、デモ隊により封鎖される。

蔡総統、「自身が総統にとどまる限りにおいて、台湾は決して香港のようにはならない」とフ
ェースブックに投稿。

TVBSの世論調査で、蔡総統の支持率が韓市長を上回る。

2019年9月
香港の行政長官、逃亡犯条例改正案を撤回。

蔡総統、民主進歩党の党大会で「今回の総統選は対岸（中国）との戦いでもある」と演説。
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2019年10月
香港のデモで高校生が警官に撃たれ重傷。

蔡総統、双十節祝賀式典での演説で、一国二制度を明確に拒否。

2019年11月

香港のデモ参加者に初の死者。

香港中文大学に籠る学生を警察が強制排除。

香港区議会議員選挙で非親中派が圧勝。

2019年12月
総統選挙告示。

中国・武漢での感染症に関し、台湾市民に警告発出。入境制限開始。

2020年1月 総統選挙で蔡総統が再選。

2020年5月 蔡総統、二期目に。

出所：各種報道資料より作成。
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